
はじめに...

災害に対する危機管理と避難所等の衛生

日本は災害列島と言われるほど、古来より地震、津波、火山、噴火、台風、洪水、豪雨、豪雪などの自然災害を受
けてきました。
１９９５年１月の阪神淡路大震災以降、「防災」という言葉の代わりに、災害への包括的な取り組みを表す言葉と
して「危機管理」という言葉が使われるようになり、日本の自治体は地震や台風などの災害に対して、市民の生命、
自由、財産を守るために防災対策に取り組んでおります。
また、２０２０年の新型コロナウイルスの蔓延以降は、緊急避難所や避難市民への感染症拡大防止や予防のための
新たなる意識が浸透いたしました。
厚生労働省はホームページ上で「災害時には感染症のリスクが高まりやすい。特に避難所では、衛生状態を保つこ

とが大切である。飛沫感染や空気感染による感染拡大の恐れがあるため、感染症に自分がかからないようにすること、
かかっても他人にうつさないようにすること」として以下のようなポスターも作成しております。

災害時の状況によっては断水により手指の流水洗浄ができず、また、避難所など密集した環境下での集団生活等に
より、ノロウイルス等による感染性胃腸炎やインフルエンザなどの感染も拡大するリスクが高まります。

新型インフルエンザやノロウイルスなどはアルコールでの消毒は効果がなく、塩素系消毒剤でなければ効果はあり
ませんが、保健所等が指導する次亜塩素酸ナトリウムなどの消毒剤は人体に対しても刺激的であり、対策品として必
ずしも適正であるとは限りません。
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次亜塩素酸水溶液とは...

次亜塩素酸水溶液の有効性と安全性

一般的に主成分に次亜塩素酸が含まれている水溶液のことを総称して次亜塩素酸水溶液といいます。
次亜塩素酸は性質として、有機物に触れると即座に反応し分解することから、菌やウイルスや臭いなどに対して

高い除菌・消臭効果があります。特に、５～６.５ｐHの水溶液で安定させると全体の次亜塩素酸含有率が最も高く、
低濃度（ppm）の水溶液であっても高い除菌力と即効力が認められています。

殺菌効果又は不活化効果：◎（速効）＞〇＞△＞×（無効）

微酸性領域で安定させた次亜塩素酸水溶液は、高い除菌消臭効果を持ちながら人体や動植物にとって極めて安全で
あり、その汎用性の高さから過去２０年間に於いても、日本国内外の教育、医療、福祉、食品、サービス、農業など
あらゆる分野で活用されております。

厚労省は２００７年に添加物としての安全性の評価「府食第９４号」、農水省は２０１３年に指定農薬としての安
全性の評価「府食第７０１号」を、共に食品安全委員会を通じで発表しております。
また、２０１５年に国立薬品食品衛生研究所は、「ノロウイルスの不活化条件に関する調査報告書」に於いて次亜
塩素酸水溶液が不活化に対して有効である評価を報告してます。
近年では新型コロナウイルス蔓延が記憶に新しく、緊急事態宣言発表時は消毒剤の市場枯渇に伴いその代替品とし
て、NITE（製品評価技術基盤機構）が次亜塩素酸水溶液が有効であることも発表しております。

しかし、その性質上、使用に於いて輸送や保管方法や有効期限に課題もあります。

次亜塩素酸水溶液はその名の通り液体であるため、輸送や運搬にはコストがかかります。重量も水と同様にあるた
め、運び出しや配置には人や場所を考慮しなくてはなりません。ある程度の量の保管はスペースを大きく確保しなけ
ればなりません。
保管場所の課題は他にもあります。次亜塩素酸水溶液は直射日光に晒されたり、高温状態が続くと有効塩素濃度が

大きく失われてしまいます。そのため保管所は冷暗所のようなスペースで行うことが望ましいとされます。
有効塩素濃度が失われる原因には経時変化も関係します。空気や光に触れず、使用していない状態でも一定期間が

経過すると濃度は徐々に減少し、製品表記されている塩素濃度より落ちていきます。無色透明な水溶液であるため、
有効な塩素濃度を保っているかを見た目では判断できません。そのため、個々の商品には使用期限や期日を設けて表
記されており、３ヶ月～１年程度のものが一般的です。

このように、次亜塩素酸水溶液は高い有効性と安全性から活用用途の幅は広い一方、備蓄品や在庫品としての保管
には不向きであると言わざるを得ず、商材としての周知や認知には時間のかかる現状が続いております。
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高純度 次亜塩素酸水溶液 簡単生成パウダー「クリアランスα」（製法特許取得製品）

「クリアランスα」とは...
従来、次亜塩素酸水溶液の生成には大きくわけて二つの方法が主流となっており、一つは電気分解によっ

て生成する電解方法、もう一つは次亜塩素酸ナトリウムに酸性薬品を機械で混ぜて調合する二液混合方法が
あります。
製法に違いはあるものの、どちらも次亜塩素酸を主成分とする水溶液であり、生成時の有効塩素濃度や経
時変化率に差はありますが、主な用途は除菌や消臭とすることに変わりはありません。

そこで、水溶液であるが故の課題を大きく解決したものが、高純度 次亜塩素酸水溶液 簡単生成パウダー
「クリアランスα」です。

「クリアランスα」はパウダー製品であり、その使用方法は水に溶かすだけで、いつでも、どこでも、誰で
も、使いたいときに使いたい分だけ次亜塩素酸水溶液を生成できます。また、パウダーのままの状態であれ
ば６年間の品質保証が付きます。つまり、長期保管や備蓄に優れ、保管スペースは極小規模で済み、使用す
る現場で生成できるために移動や輸送に困りません。生成方法も水に溶かすだけなので専門的な管理者を必
要とせず、説明書マニュアル通りに行えれば誰でも次亜塩素酸水溶液を作ることができ、除菌や消臭を必要
とする現場で活用できます。

「クリアランスα」はパウダー還元方法で次亜塩素酸水溶液を生成します。生成した水溶液は微酸性領域
（５～６.５ｐH）で安定するので、次亜塩素酸の含有率を最も高い位置で保ちながら安全で確実に除菌消臭
を行うことができます。

活用の仕方も多様にあり、専用機を使用することで状況や環境に合った方法で感染対策や衛生対策が行え
ます。

次ページからは、危機管理対策として有事の際に「クリアランスα」がどのようなシーンで活用できるか、その際
にどのような衛生対策が期待できるかを提案いたします。
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「クリアランスα」の安全性

クリアランスの除菌効果・安全性比較表
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人や動物がいる環境下でも安全に噴霧するた
めには、吸収しても皮膚に付着しても安全でな
ければなりません。「クリアランスα」で生成
した水溶液は、有機物と接触すると即座に反応
し失活させてしまうため、吸収による毒性はあ
りません。また、皮膚に付着しても安全です。
また、次亜塩素酸とは、元来人体の中で異物

を除去するための免疫機能の一部として生成さ
れています。

次亜塩素酸水溶液「クリアランス」とは、そ
んな人体メカニズムに備わっている抵抗物質を
人工的に作り出した除菌消臭水です。

クリアランスを専用の超音波霧化器で空間に噴霧した際、人体に対する安全性を裏付けるものとして、
日本産業衛生学会が定める有人環境下における塩素ガスの許容濃度を基準に、試験事業者に依頼し実験検
査と報告書を取得しております。（別紙資料参照）
いずれの結果も法律基準値を大きく下回る数値となり、空間噴霧に対する高い安全性が認められました。

安全性と有効性から、昨今のコロナ渦の中において、北海道内の自治体やワクチン接種会場でもクリア
ランスによる空間除菌が行われております。

札幌市まちづくりセンター 奈井江町 ワクチン会場士幌町 保健センター


